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インターバンクの声 （2016 年 7 月 12 日） 
 

週末の金曜日に続き、昨日も欧米の株価が続伸したこともあって、思い掛けない水

準までドル買い・円売りが進んだ。昨日の東京市場の早朝時点では、円売りが進ん

だとしても１０１円台中盤から後半にあった強めの抵抗線が意識されていたので、そ

の辺りが上値の限界かと思われた。ただ、その抵抗線も午後にあっさり抜けてしまっ

たが、それでも海外市場に移れば、１０２円台中盤を超えることはさすがにないと思

われた。その水準すらニュ―ヨーク市場の昼前にクリアしてしまったのは驚きだった

が、全く見当外れになる日は得てしてこんなものだ。自公与党が参院選で圧倒的な

勝利を収め、安倍首相が大型経済対策を打ち出す考えを示したことで、思っていた

以上に海外の期待感も高くなったようだ。昨年末から何度となく追加緩和を見送り、

失敗の烙印を押され続けた日銀の政策だが、ここに来てようやく財政と金融政策と

協調できる場面が巡って来て、これまでの緩和見送りが一転「温存」していたとの評

価に変わるかも知れない。それでも１０３円台中盤とされる転換点を超えるのは簡単

ではなさそうなのだが。 
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